
真光寺川通信  
10 月号--通算第１5４号-- ２０１４年 10 月 1２日    

 

                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

真光寺川の仲間たち 

の婚姻色は目を見張らせるほど美しく、熱

帯魚にも勝る絢爛たる姿に化す。オイカワ、

カワムツは学名の中で属名は zacco であ

り、ザコと読む。文字通り雑魚である。シ

ーボルトが長崎の川でカワムツ、オイカワ

の名を質したところ“これは雑魚です”と

聞き、標本名はオランダに渡り、“雑魚

zacco”は世界の学名に名をとどめること

になった。カワムツはよどんだワンドに住

み、オイカワは酸素量の多い渓流に近い浅

瀬を好み棲み分けている。本来は渓流の魚

だが排水機能抜群の都市型河川では浅くし

かも酸素を取り込む流れの速さがこのサカ

ナを都市河川の代表格にしているらしい。 

シノボリはなんと幾多の魚止め的な堰 

も上り、この川ではいたるところに生 

息している｡食性は肉食が主体であるとい

うことは幾多の水棲生物がいるということ

だ。 

の魚類調査を 8 月ごろ見たが特に新 

しいこともなかった。泥鰌（ナマズ）、

フナ、モロコ、モツゴなども逞しく網にか

かることは少ないが存在は確認されてい

る。小さな川だけに親しみやすく観察も容

易である。螳螂の斧（とうろうのオノ）で

はあるが地道な活動を通して“清流にする

会”の理想であるこの川を清流にすること

を目指したい。    (文：五條 吉和） 

 

 

 

 

年の夏はなんと石亀が釣れた。日本固有 

の亀がこの川にいたと知り嬉しさがこ

みあげてくるが、池ではなく流れが速い都市

型河川に生息していたとは驚きである。 

また夜行性のナマズが権現橋のすぐ上に

遊泳しているのを数回見たことがある、肉食

魚のナマズが多々見られることはこの川の

魚類の豊富さの証左であろう。この川には数

年毎に新しい発見がある。蜆（シジミ）が発

見された時は歓声を上げたが、これももう昔

話で今は珍しくもない。いまだ幻の生物はモ

ズク蟹である。抜け殻は確認されているし、

なんと死んだ個体もそのまま見つかって

いるが、捕獲はされていない。甲殻類で蟹

がいることはほぼ確実であろうと思われ

るが、他ではエビがいる。ヌマエビがかな

り広範囲に繁殖している。珍しいことにヤ

マトヌマエビを下堰親水で昨年，志田会員

が網で捕獲し、毎月例会の川の清掃日に他

の魚類と共に水槽で展示している。アメリ

カザリガニは意外と少ない。  

は当然として、いたるところで群れ成 

しているのがオイカワである、いわば

この川の主役に等しい。春の産卵期、オス
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下堰親水全景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカポスト： お礼 

８月～９月は能ｹ谷４丁目の菅原 

様からのご寄付の他、見つめ会、 

めだかポスト、一木会からのご 

寄付を合算し１,６４４円でした。 

真光寺川を清流にする会の活動 

 に対しお寄せいただいたご厚志に深く感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

８月・９月の清掃報告 

８月10日は台風１１号の雨のため清掃作業は

中止となりました。 

９月１４日は爽やかな気持ちのいい清掃日和

にめぐまれ、１６名が清掃に参加し、１９袋のゴミ

と中古の衣服の大きな袋などを引き上げました。

川には１㎝くらいに育ったオイカワの稚魚の群れ

が泳ぎ、河原には早々と彼岸花が咲き始めてい

ました。 

 この日も真光寺川にすむ魚の水槽を下堰親水

で展示しました。子どもたちが沢山立ち寄ってみ

ていきました。カメラに収める大人もいました。 

 

１１月・１２月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆１１月９日（日）、１２月１４日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水広場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。ごみ袋、火ばさみや、長靴など 

一部用意があります。 

☆解散予定 １１:００  

真光寺川の川の中と川の周辺のゴミを分担して

拾います。どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

 

三小のボランティアコーディネータ 

ーの方から「４年生を対象とした公開

講座で身近な生活環境として真光寺川を取

り上げたいが如何でしょうか」という電話

がありました。真光寺川や清流の会の活動

を知ってもらういい機会だと思いお受けし

ました。 

１０月１日（水）当日は朝早くから会員

７名と「ミニ水族館」や「真光寺川の鳥と                   

真光寺川をテーマに開催された鶴三小の公開講座 

 

 

 

生態系保全型の機械で浚渫しています 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

☆事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 

 （ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 

真光寺川を清流にする会のＨＰ/e-mail 

http://www.shinkojigawa.com/  

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com 

 

植物のパネル」の視聴覚教室での設営にお

われました。 

１０時３０分、４年生３クラス１０６名

と父兄の方々が視聴覚教室にそろいまし

た。 

光寺川の今昔、清流の会の活動、鶴三 

小との交流等につきトークしました。

また家族や友達を誘って真光寺川を歩き、

その感想を寄せてもらうようお願いしまし

た。熱心な質問が続き予定の終了時刻１２

時を大幅にオーバーしてしまいました。 

了後、３教室に分かれ子ども達と歓談 

しながら給食のパスタをご馳走になり

ました。子ども達が真光寺川を故郷の川と

して親しみ好きになってもらえそうな確か

な手応えを感じ幸せな一時でした。 

         (文：山口 拓郎) 
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熱心に講演を聞く鶴３小４年生 
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